
抑
留
中
の
労
苦
記
録
　 山梨
県
　
三
浦
喜
美
雄
　 

（
一
）
出
生
か
ら
入
隊
ま
で

①
ど
こ
で
出
生
…
…
山
梨
県
南
都
留
郡
足
和
田
村
長
浜

②
い
つ
出
生
…
…
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
二
月
二
十
日

③
学
校
…
…
西
浜
尋
常
高
等
小
学
校
卒
業

（
二
）
ソ
連
軍
侵
攻
前

①
い
つ
入
隊
…
…
昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
十
二
月
十
日

現
役
　
戦
車
二
連
隊

②
入
隊
場
所
…
…
千
葉
県
習
志
野

③
駐
屯
地
…
…
戦
車
二
連
隊
よ
り
主
計
兵
に
転
属
、
関
東
軍

経
理
部
　
奉
天
（
瀋
陽
）
市

（
三
）
ソ
連
軍
侵
攻
を
ど
こ
で
受
け
た

①
い
つ
…
…
昭
和
二
十
年
八
月

②
ど
こ
で
…
…
奉
天
市

③
ど
ん
な
状
況
で
…
…
奉
天
市
勤
務
中
捕
虜
と
な
る
。

（
四
）
終
戦

①
詔
勅
…
…
混
成
捕
虜
隊
長
よ
り
伝
達
さ
れ
る
。

②
感
想
…
…
終
戦
は
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
単
な
る
流
言
と

思
っ
た
。

③
ど
う
終
戦
し
た
か
…
…
再
三
の
隊
長
の
説
明
に
よ
り
終
戦

を
信
じ
た
。

④
武
装
解
除
か
ら
収
容
所
入
ま
で
…
…
昭
和
二
十
年
八
月
二

十
日
頃
武
装
解
除
さ
れ
た
。

二
ヵ
月
く
ら
い
後
、
貨
車
に
乗
せ
ら
れ
黒
河
に
着
い
た
。

（
五
）
シ
ベ
リ
ア
抑
留
地
へ
の
移
送

①
い
つ
頃
…
…
昭
和
二
十
年
十
一
月
黒
河
よ
り
ブ
ラ
ゴ
エ

チ
ェ
ン
ス
ク
に
渡
り
貨
車
に
乗
せ
ら
れ
た
。

②
ど
こ
の
地
点
か
ら
ど
こ
へ
送
ら
れ
た
…
…
ブ
ラ
ゴ
シ
チ
ェ

ン
ス
ク
よ
り
カ
ル
ド
ン
収
容
所
。

何
日
く
ら
い
…
…
約
一
週
間
く
ら
い

③
第
一
次
入
ソ
場
所
…
…
カ
ル
ド
ン
収
容
所

い
つ
…
…
昭
和
二
十
年
十
一
月
二
十
日
ご
ろ

（
六
）
抑
留
地
の
生
活

①
第
一
次
収
容
所
ど
こ
…
…
カ
ル
ド
ン



収
容
人
員
…
…
二
百
人

②
生
活
の
様
子

住
ま
い
…
…
バ
ラ
ッ
ク
の
粗
末
な
住
ま
い

食
事
…
…
黒
パ
ン
三
〇
〇
ｇ
と
高
粱
若
干

仕
事
…
…
伐
採

ノ
ル
マ
…
…
五
〇
〇
ｇ
の
パ
ン
相
当
の
も
の

衣
服
…
…
古
軍
服
と
シ
ュ
ー
バ
ー
、
カ
ー
ト
ン
キ
ー

入
浴
…
…
ほ
と
ん
ど
な
い
　
　
シ
ラ
ミ
…
…
多
数

南
京
虫
等
…
…
な
し
　
　
伝
染
病
…
…
な
し

③
作
業
の
状
況

主
作
業
…
…
伐
採
、
橇
運
搬

ノ
ル
マ
達
成
状
況
…
…
中
ぐ
ら
い
、
五
〇
％

単
位
…
…
個
人
、
五
〇
％

中
隊
ま
た
は
収
容
所
…
…
す
べ
て
伐
採
、
運
搬
作
業

グ
ル
ー
プ
…
…
二
人
一
組
、
二
人
引
き
鋸

④
給
与
…
…
ノ
ル
マ
五
〇
％
は
黒
パ
ン
五
〇
〇
ｇ
、
高
粱
若

干

（
七
）
労
役

①
ど
う
い
う
労
役
に
つ
い
た
か
…
…
昭
和
二
十
三
年
カ
ル
ド

ン
収
容
所
よ
り
移
動
、
昭
和
二
十
三
年
―
二
十
四
年
間
、

炊
事
勤
務
。

②
収
容
人
員
…
…
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
第
六
収
容
所
（
チ
ェ
レ
ン

ホ
ー
ボ
）
　
六
百
人

宿
舎
…
…
一
応
整
っ
て
い
た
。
患
者
室
、
一
般
室
、
入
浴

場
、
滅
菌
室
、
娯
楽
室
。

③
冬
最
低
温
度

冬
は
ど
う
し
て
生
活
し
た
か
…
…
暖
房
装
置
と
し
て
ペ
ー

チ
カ
が
あ
っ
た
。

労
役
が
一
つ
に
止
ま
ら
な
い
と
き
は
ど
う
し
た
か
…
…
炊

事
勤
務
の
み

④
労
役
の
時
間
…
…
二
十
四
時
間

内
容
…
…
炊
事
ナ
チ
ャ
ー
ニ
ッ
ク

⑤
労
役
に
堪
え
ら
れ
な
い
者
は
ど
う
さ
れ
た
か
…
…
医
師
の

診
断
に
よ
り
患
者
扱
い
と
な
っ
た
。

⑥
健
康
管
理
は
…
…
各
自
体
力
に
応
じ
た
体
操
等
を
や
っ
て

い
た
。

⑦
常
日
頃
健
康
を
保
つ
上
で
役
に
立
つ
こ
と
は
…
…
集
団
競

技
、
体
操
等
を
や
っ
た
。



⑧
衣
服
に
つ
い
て
扱
わ
れ
た
こ
と
は
…
…
衣
類
は
時
々
交
換

さ
れ
、
洗
濯
、
滅
菌
等
が
施
さ
れ
た
。

（
八
）
抑
留
者
の
統
制
管
理

①
労
役
に
つ
く
基
準
…
…
能
力
、
体
力
に
応
じ
何
組
か
に
分

か
れ
た
。

②
労
役
免
除
…
…
医
師
の
診
断
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
。

③
健
康
管
理
…
…
各
人
の
能
力
、
体
力
に
応
じ
た
処
置
し
て

い
た
。

④
点
呼
・
作
業
場
へ
の
出
入
…
…
必
ず
五
列
縦
隊
に
並
び
数

え
ら
れ
た
が
、
数
え
方
は
遅
か
っ
た
。

⑤
着
衣
・
衣
服
…
…
十
分
な
物
で
は
な
い
が
、
一
応
着
ら
れ

た
と
思
う
。

⑥
食
事
の
状
況
…
…
充
分
で
は
な
く
、
い
つ
も
同
じ
で
、
仕

方
な
く
思
っ
て
食
べ
て
い
た
。

⑦
休
日
…
…
一
週
間
に
一
日
く
ら
い
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い

る
。
⑧
収
容
所
施
設
、
構
造
…
…
一
応
整
っ
た
二
段
式
ベ
ッ
ド

で
、
ペ
ー
チ
カ
等
備
え
て
あ
り
、
暖
を
取
れ
た
。

⑨
洗
脳
教
育
…
…
ア
ク
チ
ー
ブ
の
教
育
、『
日
本
新
聞
』
等

発
行
さ
れ
、
共
産
教
育
を
受
け
た
。

⑩
収
容
所
生
活
全
般
…
…
毎
日
過
酷
な
労
働
で
あ
り
、
一
度

で
よ
い
か
ら
米
の
飯
と
饅
頭
が
食
べ
た
か
っ
た
。

⑪
懲
罰
…
…
炊
事
場
が
汚
れ
て
い
た
と
言
わ
れ
営
倉
に
二
回

入
れ
ら
れ
、
十
時
間
く
ら
い
何
も
食
べ
な
か
っ
た
。

（
九
）
抑
留
中
の
生
活
と
極
限
状
態

①
乗
り
こ
え
て
き
た
信
念
…
…
一
人
息
子
で
、
老
父
母
に
孝

養
を
尽
く
し
三
浦
家
を
継
ぐ
責
任
を
感
じ
、
意
地
で
も
生

還
を
期
す
べ
く
毎
日
を
送
っ
て
い
た
。

②
心
身
を
支
え
た
工
夫
…
…
食
事
と
体
操
で
心
身
を
鍛
え
る

こ
と
を
考
え
て
い
た
。

（
十
）
帰
還

①
ダ
モ
イ
を
い
つ
、
ど
こ
で
聞
い
た
か
…
…
昭
和
二
十
四
年

六
月
、
第
六
収
容
所
担
当
将
校
よ
り
聞
い
た
。

②
集
結
地
…
…
ナ
ホ
ト
カ

③
乗
船
名
…
…
信
濃
丸

④
船
内
生
活
…
…
日
本
人
乗
員
を
見
た
時
、
今
度
こ
そ
日
本

に
帰
れ
る
と
想
い
、
体
に
気
を
つ
け
て
、
帰
っ
た
ら
ま
ず

何
を
す
べ
き
か
考
え
て
い
た
。



⑤
上
陸
地
…
…
舞
鶴
港

⑥
収
容
期
間
…
…
四
年
間

（
十
一
）
帰
国
後
の
生
活

昭
和
二
十
四
年
七
月
帰
国
。
村
民
の
厚
意
と
要
望
に
よ
り

昭
和
二
十
四
年
十
二
月
役
場
職
員
に
採
用
さ
れ
、
地
方
公

務
員
と
な
っ
た
。

抑
留
中
の
労
苦
記
録
　 山梨
県
　
渡
辺
時
雄
　 

（
一
）
出
生
か
ら
入
隊
ま
で

①
ど
こ
で
出
生
…
…
山
梨
県
南
都
留
郡
忍
野
村
忍
草

②
い
つ
出
生
…
…
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
三
月
十
日

③
学
校
…
…
陸
軍
士
官
学
校
（
予
科
）

（
二
）
ソ
連
軍
侵
攻
前

①
い
つ
入
隊
…
…
昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
一
月
十
日

現
役
志
願
兵

②
入
隊
場
所
…
…
陸
軍
重
砲
兵
学
校
　
神
奈
川
県
横
須
賀
市

③
駐
屯
地
…
…
満
州
国
浜
江
省
阿
城

戦
地
…
…
南
方
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
満
州
国
図
們

（
三
）
ソ
連
軍
侵
攻
を
ど
こ
で
受
け
た

①
い
つ
…
…
昭
和
二
十
年
八
月
十
日
夜
中

②
ど
こ
で
…
…
満
州
国
東
寧
県
図
們
と
ソ
連
国
境
陣
地
（
要

塞
）

。
ソ
連
軍
が
戦
車
で
突
然
攻
撃
し
て
き
た
。

③
ど
ん
な
状
況
で
…
…
私
ど
も
九
六
式
一
五
ｃ
重
砲
隊
は
要

塞
陣
地
の
山
頂
中
心
部
に
あ
っ
た
の
で
、
戦
車
は
攻
撃
し

な
い
で
通
過
し
た
。

（
四
）
終
戦

①
詔
勅
…
…
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
正
午
、
自
隊
の
九
六

式
超
音
波
無
線
機
で
傍
受
し
た
。

②
感
想
…
…
ま
さ
か
敗
戦
と
は
、
自
決
し
よ
う
と
思
っ
た
。

③
ど
う
終
戦
し
た
か
…
…
詔
勅
に
従
わ
ず
決
戦
と
決
め
た

が
、
軍
司
令
部
高
官
の
使
い
で
や
め
た
。

④
武
装
解
除
か
ら
収
容
所
入
ま
で
…
…
八
月
二
十
日
朝
、
陣

地
を
破
壊
し
、
自
動
貨
車
に
分
乗
し
一
個
中
隊
揃
っ
て
一

泊
二
日
行
軍
し
、
延
吉
市
（
間
島
）
の
野
戦
兵
器
廠
（
収

容
所
）
に
入
り
武
装
解
除
、
収
容
さ
れ
た
。




